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　病院事業会計は、8億9,456万2,000円で前年度予算対比12.5％の増となっています。下水道事業会計は、
15億2,177万6,000円で前年度予算対比3.5％の減となっています。
　令和7年度の一般会計予算、特別会計予算、水道事業会計予算、病院事業会計予算、下水道事業会計
予算の総額は、360億3,835万5,000円で、前年度対比4.3％の増となっています。

一般会計一般会計
     223     223億 3,000万円億 3,000万円

総務費
57億7,167万6千円
総務費
57億7,167万6千円

衛生費
18億3,293万円

衛生費
18億3,293万円

教育費
24億3,788万3千円

教育費
24億3,788万3千円

消防費  9億9,513万9千円消防費  9億9,513万9千円
民生費
63億9,715万2千円
民生費
63億9,715万2千円

農林水産業費 8億4,624万8千円農林水産業費 8億4,624万8千円

議会費 1億6,798万9千円議会費 1億6,798万9千円
商工費 2億5,782万3千円商工費 2億5,782万3千円

諸支出金 2,857万5千円諸支出金 2,857万5千円

土木費
19億1,294万5千円

土木費
19億1,294万5千円

公債費 16億3,160万5千円公債費 16億3,160万5千円 地方交付税
60億3,000万円
地方交付税
60億3,000万円

繰入金
17億414万8千円
繰入金
17億414万8千円

国庫支出金
25億6,196万4千円
国庫支出金
25億6,196万4千円 市税

45億6,680万1千円
市税
45億6,680万1千円

寄附金 5億5,100万4千円寄附金 5億5,100万4千円

地方譲与税 2億8,040万2千円地方譲与税 2億8,040万2千円
　繰越金 4億円　繰越金 4億円

県支出金 15億5,308万3千円県支出金 15億5,308万3千円

その他 7億8,652万5千円その他 7億8,652万5千円
その他 5,003万5千円その他 5,003万5千円

地方消費税交付金 9億8,627万3千円地方消費税交付金 9億8,627万3千円

市債
 29億980万円
市債
 29億980万円

一般会計

歳入
一般会計

歳出

土木費
道路、公園などの建
設や改修、市営住宅
の管理運営などに使
われるお金です。

衛生費
市民の健康の維持増
進や、ごみ処理、環
境保全に使用するお
金です。

農林水産業費
農林業の振興を図る
ための支援や改良、
生産基盤整備などに
使われるお金です。

消防費
消防団員の報酬やハ
ザードマップの作成
など防災対策に使わ
れるお金です。

公債費
市の借金の返済など
に使われるお金で
す。
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教育費
学校教育や生涯学習
の充実、スポーツ事
業の運営のために使
われるお金です。

３月４日から17日までの14日間の会期で開催され、令和７年度
予算について多岐にわたり審議を行い、賛成多数で可決しました。

令和７年度予算のあらまし

令和７年度

　令和６年度一般会計予算は、総額223億3,000万円で前年度予算対比6.8％の増、特別会計予算総額
は97億2,477万7,000円で前年度予算対比0.4％の減となっています。
　また水道事業会計は、15億6,724万円で前年度予算対比5.1％の増となっています。

総務費
57億7,167万6千円
総務費
57億7,167万6千円

衛生費
18億3,293万円

衛生費
18億3,293万円

教育費
24億3,788万3千円

教育費
24億3,788万3千円

消防費  9億9,513万9千円消防費  9億9,513万9千円
民生費
63億9,715万2千円
民生費
63億9,715万2千円

農林水産業費 8億4,624万8千円農林水産業費 8億4,624万8千円

議会費 1億6,798万9千円議会費 1億6,798万9千円
商工費 2億5,782万3千円商工費 2億5,782万3千円

諸支出金 2,857万5千円諸支出金 2,857万5千円

土木費
19億1,294万5千円

土木費
19億1,294万5千円

公債費 16億3,160万5千円公債費 16億3,160万5千円 地方交付税
60億3,000万円
地方交付税
60億3,000万円

繰入金
17億414万8千円
繰入金
17億414万8千円

国庫支出金
25億6,196万4千円
国庫支出金
25億6,196万4千円 市税

45億6,680万1千円
市税
45億6,680万1千円

寄附金 5億5,100万4千円寄附金 5億5,100万4千円

地方譲与税 2億8,040万2千円地方譲与税 2億8,040万2千円
　繰越金 4億円　繰越金 4億円

県支出金 15億5,308万3千円県支出金 15億5,308万3千円

その他 7億8,652万5千円その他 7億8,652万5千円
その他 5,003万5千円その他 5,003万5千円

地方消費税交付金 9億8,627万3千円地方消費税交付金 9億8,627万3千円

市債
 29億980万円
市債
 29億980万円

一般会計

歳入
一般会計

歳出

用
語
解
説

民生費
児童・高齢者・障がい
者等の福祉サービスの
充実や生活保護などに
使用するお金です。

総務費
選挙、税金の徴収、
戸籍管理のほか、庁
舎管理などに使われ
るお金です。

令和７年第１回定例会

特別会計  97億2,477万7千円
国民健康保険�国民健康保険�45億9,148万7千円45億9,148万7千円
介 護 保 険�45億2,577万7千円介 護 保 険�45億2,577万7千円
介護サービス事業介護サービス事業� 1,382万8千円� 1,382万8千円
後期高齢者医療� 5億9,368万5千円後期高齢者医療� 5億9,368万5千円

事業会計   39億8,357万8千円
水 道 事 業�15水 道 事 業�15億 　億 　 6,724万円6,724万円
病 院 事 業� 8億9,456万2千円病 院 事 業� 8億9,456万2千円
下 水 道 事 業�下 水 道 事 業�15億2,177万6千円15億2,177万6千円
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令和７年度予算に関する

　令和７年度予算案全体に対し
て、市に説明を求めました。その
中から、主な質疑を掲載します。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
　

問　
予
定
額
を
5
億
円
と
し
て

い
る
が
、
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

近
年
、
寄
付
金
額
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
新
た
な
返
礼
品

と
し
ま
し
て
、
市
内
畜
産
事
業

者
の
牛
肉
や
農
業
法
人
の
ぶ
ど

う
な
ど
、
出
品
に
向
け
各
事
業

者
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

既
存
の
返
礼
品
に
つ
い
て
も
、

供
給
量
の
増
加
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

婚
活
事
業
補
助
金
　

問　
少
子
化
対
策
に
力
を
入
れ

る
と
施
策
方
針
に
も
あ
る
が
、

婚
活
事
業
補
助
金
の
内
容
を
示

し
て
ほ
し
い
。

答　

規
定
に
基
づ
き
、
市
商
工

会
青
年
部
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

男
女
の
出
会
い
や
交
流
の
場
を

提
供
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

経
費
が
対
象
と
な
り
ま
す
。　

　

市
で
は
、
商
工
会
と
連
携
し
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
す

を
会
場
に
、
未
婚
の
男
女
が
気

軽
に
出
会
え
る
場
の
提
供
を
、

定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。

真
壁
医
師
会
准
看
護
学
院

補
助
金

問　
38
万
4
千
円
の
補
助
金
の

目
的
を
伺
う
。
ま
た
、
他
の
自

治
体
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

真
壁
医
師
会
准
看
護
学
院

は
、
准
看
護
師
の
育
成
を
目
的

と
し
、（
社
）
真
壁
医
師
会
が
運

営
し
て
い
る
学
院
で
す
。
卒
業

生
の
約
半
数
が
真
壁
医
師
会
管

内
で
就
職
し
て
お
り
、
桜
川
市

内
の
病
院
も
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
筑
西

市
、
八
千
代
町
が
補
助
を
行
っ

て
お
り
、
桜
川
市
に
も
運
営
補

助
金
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
要
望
を
受
け
、
医

療
従
事
者
の
安
定
的
な
確
保
に

資
す
る
目
的
で
、
令
和
7
年
度

か
ら
令
和
9
年
度
ま
で
の
3
年

間
補
助
す
る
も
の
で
す
。

産
婦
人
科
・
小
児
科

オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
料

問　
産
婦
人
科
・
小
児
科
オ
ン

ラ
イ
ン
利
用
料
1
3
2
万
円
に

つ
い
て
、
こ
の
事
業
の
実
績
を

伺
う
。

答　

令
和
7
年
2
月
末
時
点
の

対
象
世
帯
８
４
８
世
帯
の
う
ち
、

３
２
６
世
帯
が
相
談
の
た
め
ア

プ
リ
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
件
数
は
３
８
６
件
で
、

連
休
や
感
染
症
流
行
時
の
相
談

が
多
く
、
時
間
帯
は
18
時
以
降

が
６
割
強
と
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

L
E
D
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム

問　

さ
く
ら
が
わ
医
療
セ
ン

タ
ー
で
購
入
予
定
の
L
E
D
内

視
鏡
シ
ス
テ
ム
と
、
通
常
の
内

視
鏡
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
。

答　

現
在
配
置
さ
れ
て
い
る
2

台
の
内
視
鏡
の
う
ち
1
台
は
、

約
10
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

※総括質疑は、各議員が所属委員
会以外の予算項目を、20 分以内
で行う質疑です。

　

対
象
者
の
約
半
数
が
0
歳

児
（
乳
児
）
で
、
相
談
内
容
は

発
熱
が
最
も
多
く
、
次
い
で
皮

膚
科
、
下
痢
に
つ
い
て
で
す
。

受
診
す
べ
き
か
ど
う
か
、
受
診

の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
対
処
方
法
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

保
護
者
自
身
の
相
談
も
増

え
て
い
ま
す
。

総 括 質 疑
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森
林
環
境
譲
与
税

基
金
積
立
金
の
活
用

問　
事
業
支
出
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
伺
う
。

答　

林
道
沿
い
の
ナ
ラ
枯
れ
被

害
対
策
、
及
び
森
林
整
備
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
主
に
樹
木

伐
採
等
に
活
用
し
ま
す
。

筑
波
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

建
屋
解
体
工
事

問　

多
く
の
施
設
が
あ
る
が
、

解
体
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
7
年
度
の
解
体
施
設

は
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
ト
イ
レ
、

東
屋
、
第
2
ロ
ッ
ジ
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
５
棟
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と

な
り
ま
す
。

一般
議案に

　　対する議案審議
補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い
ました。その中から、主な質疑を掲載します。ました。その中から、主な質疑を掲載します。

一
般
会
計
補
正
予
算
　
　

介
護
給
付
費
交
付
金

問　

介
護
給
付
費
交
付
金
が
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
、
１
億
円

以
上
の
減
額
予
算
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
理
由
か
。

答　

今
回
の
減
額
補
正
は
、
要

介
護
認
定
者
の
う
ち
、
サ
ー
ビ

ス
費
用
が
少
額
で
済
む
「
要
支

援
」
の
方
の
割
合
が
急
増
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
減
少
を

続
け
て
い
た
要
介
護
認
定
者
数

が
令
和
６
年
度
に
回
復
す
る
と

　

近
年
主
流
の
L
E
D
光
源
の

内
視
鏡
は
、
従
来
の
も
の
よ
り

光
源
ラ
ン
プ
の
寿
命
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
コ
ス
ト
に
優
れ
て
お
り

ま
す
。
A
I
を
活
用
し
た
診
断

支
援
機
能
や
、
飛
躍
的
に
進
化

し
た
カ
メ
ラ
性
能
と
画
像
処
理

技
術
に
よ
っ
て
、が
ん
や
ポ
リ
ー

プ
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
、

精
度
の
高
い
内
視
鏡
検
査
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
業
　
　

問　
委
員
の
方
々
か
ら
、
な
り

手
が
少
な
く
な
り
困
っ
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

農
業
委
員
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
の

公
募
と
併
せ
て
、
行
政
区
長
や

農
業
者
団
体
等
に
推
薦
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
が
過
半
数
を
占

め
る
こ
と
が
法
律
要
件
な
の
で
、

そ
れ
を
満
た
す
よ
う
、
桜
川
市

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
や
市

内
の
農
業
者
団
体
等
に
推
薦
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。

予
測
し
て
、
令
和
６
年
度
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
増
加
分

の
８
割
強
が
「
要
支
援
」
の
方

と
な
り
、
介
護
給
付
費
の
総
額

が
予
測
ほ
ど
伸
び
な
か
っ
た
た

め
で
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　

保
育
対
策
総
合
支
援
事
業

問　
補
助
金
が
1
，
1
5
4
万

5
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

答　

保
育
所
に
お
い
て
、
保
育

士
の
業
務
負
担
を
軽
減
し
、
離

職
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
補
助
を
行
う
保
育
補
助
者

の
、
雇
用
に
必
要
な
費
用
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

　

保
育
士
等
の
業
務
負
担
軽
減

や
、
資
格
取
得
に
向
け
た
支
援

を
実
施
し
た
事
業
所
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
要
件
を
満
た
す
事

業
者
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
今

回
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
額
5
千
万
円
の
範
囲
内

で
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
側
の
施
設

か
ら
優
先
し
て
解
体
す
る
予
定

で
す
。

放
課
後
児
童
対
策
事
業

問　

学
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
報

酬
、
6
，
8
0
2
万
3
千
円
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
７
年
度
は
、
8
か
所

の
学
童
ク
ラ
ブ
で
、
全
14
ク
ラ

ス
、
約
６
３
０
名
の
入
所
児
童

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
つ
い
て
は
、
学
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
27
人
、
及
び
支
援

補
助
員
29
人
分
の
人
件
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
、
１
ク
ラ
ス
2
～
3
人
の
支

援
員
等
を
配
置
し
、
1
日
41
人

体
制
で
の
運
営
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
よ
り
報
酬
額

が
増
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、

報
酬
単
価
の
増
額
、
及
び
勤
務

体
制
を
増
員
し
て
計
上
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

©桜川市
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審議された議案と結果 第１回定例会（3月4日〜3月17日）

令和７年度予算

一般会計 可決

一般会計の修正動議 否決

国民健康保険特別会計 可決

介護保険特別会計 可決

介護サービス事業特別会計 可決

後期高齢者医療特別会計 可決

水道事業会計 可決

病院事業会計 可決

下水道事業会計 可決

令和６年度補正予算

一般会計（第10号） 可決

国民健康保険特別会計（第３号） 可決

介護保険特別会計（第３号） 可決

介護サービス事業特別会計（第１号） 可決

水道事業会計（第１号） 可決

病院事業会計（第１号） 可決

下水道事業会計（第４号） 可決

請願

『令和 3 年度 谷貝分館解体事業』における桜川市
公共工事管理・監督行政の適正性に関する請願 不採択

市の「太陽光発電施設条例」を改正し、事業者に
対し、事業終了後は、発電施設を撤去し原状回復
する規定を設けるとともに、その旨を市と当該事
業者が協定書を交わすことを求める請願

継続
調査

議員提出議案

桜川市議会の個人情報の保護に関する条例の一部
を改正する条例 可決

議会改革特別委員会の設置に関する発議 可決

その他

和解及び損害賠償の額を定めることの専決処分事
項の報告 報告

（Ｒ６－Ｒ１０継続事業）桜川市新庁舎建設工事
（１期工事）請負契約について 可決

条例の改定

 桜川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決

桜川市職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例 可決

桜川市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例 可決

桜川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例 可決

桜川市職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例 可決

行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例

可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理等に関する条例 可決

桜川市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に
関する条例の一部を改正する条例 可決

桜川市太陽光発電施設の適正な設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例 可決

桜川市土砂等による土地の埋立て等の規制に関す
る条例の一部を改正する条例 可決

桜川市ひとり親家庭等入学祝金支給条例の一部を
改正する条例 可決

桜川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例 可決

桜川市農業後継者育成条例の一部を改正する条例 可決

桜川市水道事業企業職員の給与の種類及び基準等
に関する条例の一部を改正する条例 可決

桜川市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管
理者に関する条例の一部を改正する条例 可決

人事

人権擁護員の推薦につき意見を求めることについ
て（3件） 適任

農業委員の任命（18件） 同意

副市長の選任について 可決

専決処分

令和６年度　一般会計補正予算（第８号） 承認

令和６年度　一般会計補正予算（第９号） 承認

和解及び損害賠償の額を定めることについて 承認



桜川市議会だより 第79号
令 和 ７ 年 ５ 月１ 日 発 行
(２０２５年)
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議会におけるコンプライアンス
～ハラスメントを中心として～
講師：株式会社　廣瀬行政研究所　代表取締役　廣瀬　和彦　氏
　令和７年３月10日、市役所岩瀬庁舎にて、議員研修を実施しました。
　議員13名と大塚市長が出席し、ハラスメントの定義など基礎的な内容から、様々な判例を踏
まえた議員としてのハラスメント防止対策について学びました。

　令和７年第1回定例会において、議員提出議案第2号として「議会改革特別委員会の設置に関
する発議」が提出され、議会改革特別委員会が設置されました。

１．名称（人員）
　　議会改革特別委員会（16名）
２．目的
�　桜川市議会の発足から20年余りが経過し、現状では旧町村の議会運営を継承して�
いるところであるが、時代の変化に柔軟に対応するため、新たな観点で総合的か�
つ専門的に審議することが必要なため、特別委員会を設置するものです。
３．調査事項
�　議案の委員会付託について、予算及び決算特別委員会の設置について、一般質問�
通告について、請願・陳情について、傍聴規則の改正について　他

議会改革特別委員会の設置

議員研修を実施しました
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令和７年１月21日
広島県府中市　市民クラブ
　　　　　　行政視察来庁

　府中市市民クラブ様が『真壁地区
での取り組みについて（重伝建、文
化財の登録状況）』の視察研修のため、
来庁されました。

令和７年２月２２日
真壁のひなまつり会場で
　　　　　観光案内を実施

　市議会議員・市長・副市長・教育長・
市職員による観光案内として、観光
パンフレット等の配布を行いました。

映像配信一本化に伴う
音声配信の廃止について
　Youtubeでの映像配信一本化に
伴い、桜川防災アプリでの音声のみ
の配信を廃止いたします。ご利用あ
りがとうございました。
　今後とも、桜川市議会Youtube・
ホームページ上で議会の映像・音声
を配信いたしますので、下記QRコー
ドよりご覧ください。

新庁舎建設工事請負契約を
可決しました

　令和７年第１回定例会において、
桜川市新庁舎建設工事（１期工事）
請負契約について可決しました。
　新庁舎建設事業は、物価高騰や働
き方改革の影響を受けて工事費が増
大し、難航しておりました。今回可
決された請負契約では、市議会から
の提案により新庁舎４階の議会フロ
アをなくし、現東庁舎の一部を改修
して利用するなど様々なコストカッ
トが実施されました。
　工事開始は、令和８年２月ごろを
予定しています。

桜川市議会Youtube 桜川市HP　音声
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廃
食
油
リ
サ
イ
ク

ル
は
、
水
質
汚
濁

防
止
に
寄
与
で
き
る
。
石

鹸
や
配
合
飼
料
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
原
料
と
し

て
使
用
さ
れ
、
近
年
は
航

空
燃
料
の
原
料
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
資
源
に

生
か
せ
る
こ
と
を
周
知
し
、

回
収
へ
の
気
運
醸
成
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
思

う
。

①
市
内
の
家
庭
か
ら
出
る

廃
食
油
の
処
分
方
法
。

②
近
隣
市
町
村
の
処
分
状

況
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺

う
。

市
民
生
活
部
長　

①
廃
食
油
の
処
分

は
、
紙
や
布
に
染
み
こ
ま 武井久司議員

せ
、
ま
た
薬
剤
を
使
い
燃

え
る
ご
み
と
し
て
処
分
し

て
い
ま
す
。

②
処
理
状
況
は
、
県
内
44

団
体
で
25
団
体
が
可
燃
ご

み
と
し
て
処
分
し
て
い
ま

す
。
廃
棄
物
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
る

団
体
は
19
団
体
で
近
隣
自

治
体
は
石
岡
市
、笠
間
市
、

つ
く
ば
市
が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

は
、
ご
み
の
減
量
及
び
水

質
汚
濁
防
止
に
寄
与
し
、

持
続
可
能
な
循
環
社
会
に

向
け
て
、
有
効
な
取
り
組

み
な
の
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

飯島洋省 議員

市
に
お
け
る
手
話

言
語
条
例
制
定
の

可
能
性
と
こ
れ
ま
で
、
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

市
で
は
、
聴
覚
障

害
者
意
思
疎
通
支
援
事
業

に
お
い
て
、
各
種
手
続
や

医
療
機
関
受
診
な
ど
の
際

に
無
料
で
手
話
通
訳
者
を

派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
22
件
、

令
和
６
年
度
は
１
月
末
時

点
で
19
件
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
日
常
生
活
程
度

の
手
話
表
現
技
術
の
習
得

と
し
て
、
手
話
奉
仕
員
養

成
研
修
事
業
を
実
施
し
、

交
流
活
動
の
支
援
者
を
広

げ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
県
内
の
制
定
状
況
、

取
組
等
を
参
考
に
、
聴
覚

障
害
者
福
祉
の
充
実
が
図

ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
令
和
７
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
に
か
け

て
第
４
期
障
害
者
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
市
民
の
ご
意
見
等

も
計
画
に
反
映
し
て
ま
い

り
ま
す
。

取
組
み
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
伺
う
。

教
育
部
長　
真
壁

高
校
で
は
新
た
に
、

２
年
生
か
ら
の
選
択
コ
ー

ス
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
な

ど
、
生
徒
の
興
味
、
関
心

に
応
じ
て
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
リ

ア
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
同
校
の
強
み
で
あ

る
農
業
関
連
学
科
と
連
携

し
た
専
門
的
な
事
業
の
実

施
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
活
動
が
効

果
的
に
取
り
組
め
る
、
地

域
人
材
の
育
成
、
地
域
資

源
の
活
用
、
地
域
活
性
化

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
題

の
解
決
に
向
け
、
多
く
の

若
者
が
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
、
挑
戦
が
で
き
る
ま

ち
、
魅
力
あ
る
学
校
と
な

る
よ
う
、
市
内
高
等
学
校

と
の
連
携
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
内
普
通
河
川
管
理
対
応

・
消
防
団
対
応
エ
リ
ア
再
考

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

10人の議員が一般質問を行いました

遠
方
の
方
は
、
販
売
所
ま

で
行
く
の
が
容
易
で
は
な

い
と
思
う
。

①
現
状
を
ど
の
よ
う
に
理

解
し
て
い
る
か
。

②
日
常
生
活
に
支
障
が
あ

る
方
へ
の
対
応
。

③
現
状
を
踏
ま
え
、
隅
々

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

希
望
す
る
が
、
ど
の
程
度

ま
で
支
援
で
き
る
か
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

①
公
共
機
関
の
利

用
、
運
転
が
出
来
な
い
身

体
の
不
自
由
な
方
の
支
援

に
は
、
課
題
が
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。
移
動
ス
ー

パ
ー
は
弱
者
へ
の
支
援
、

閉
じ
籠
り
防
止
、
高
齢
者

を
見
守
る
環
境
を
つ
く
る

等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

が
、
販
売
場
所
に
よ
っ
て

差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

②
日
常
生
活
が
困
難
な
方

に
つ
い
て
は
個
別
に
相
談

し
対
応
、
利
用
し
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
考
え
て

い
ま
す
。

③
販
売
所
、
ル
ー
ト
は
不

定
期
で
す
が
見
直
し
、
検

証
し
利
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

買
い
物
弱
者
対
策

に
つ
い
て

明
野
高
校
と
統
合

さ
れ
た
真
壁
高
校

普
通
科
内
に
新
設
さ
れ
た

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
リ

ア
コ
ー
ス
と
、
市
内
高
校

の
官
学
連
携
協
定
を
絡
め
、

地
域
と
連
携
し
、
若
者
が

地
元
で
活
躍
で
き
る
支
援
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

市
内
高
校
と
の
連

携
に
つ
い
て

廃
棄
物
リ
ユ
ー
ス
・

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

買
い
物
弱
者
の
た

め
に
、
移
動
ス
ー

パ
ー
が
地
区
で
決
め
た
場

所
に
て
販
売
を
し
て
い
る
。
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昨
年
か
ら
、
桜
川

市
の
一
番
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
、
庁
舎
建

設
工
事
が
落
札
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
の
大
き
な

予
算
の
事
業
が
、
一
度
は

不
調
に
な
り
、
再
入
札
で

落
札
さ
れ
た
の
は
、
私
と

し
て
は
、
初
め
て
の
経
験

で
す
。
今
ま
で
の
経
過
、

ま
た
今
回
の
落
札
し
た

「
株
木
・
大
貫
・
柴
・
河

野
特
定
J
V
」
に
つ
い
て

も
、
そ
の
内
容
を
伺
い
ま

す
。
私
は
、
今
の
建
設
業

界
の
事
情
を
推
測
す
る
と
、

入
札
不
調
に
な
ら
ず
、
落

札
で
き
た
こ
と
を
素
直
に

喜
ん
で
い
ま
す
。
経
過
を

伺
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
工
事

落
札
の
経
過
に
つ
い
て

菊池伸浩 議員

市
長
公
室
長　
県

内
で
、
災
害
対
策

本
部
と
な
る
本
庁
舎
が

「
耐
震
不
足
」
と
な
っ
て

い
る
の
は
本
市
の
み
で
す
。

防
災
拠
点
の
整
備
は
急
務

で
す
。
令
和
５
年
の
設
計

を
大
幅
に
見
直
し
ま
し
た
。

4
階
を
3
階
に
低
く
し
、

議
会
エ
リ
ア
な
ど
面
積
を

縮
小
し
ま
し
た
。
一
般
競

争
入
札
で
2
月
に
、
60
億

9
千
万
円
で
落
札
さ
れ
ま

し
た
。

　

落
札
業
者
は
、
設
計
が

「
柴
建
築
設
計
」
と
「
河

野
建
築
設
計
」、
建
設
が

「
株
木
建
設
」
と
「
大
貫

工
務
店
」
で
、
い
ず
れ
も

県
内
の
業
者
で
す
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令

和
7
年
は
変
更
設
計
の

ま
と
め
、
令
和
8
・
9
年

に
工
事
を
進
め
、
そ
の
後

西
庁
舎
の
解
体
等
を
経
て
、

令
和
11
年
に
東
庁
舎
の
開

県
内
で
は
44
市
町

村
の
う
ち
、
給
食

無
償
化
は
21
市
町
に
拡
大

し
て
い
ま
す
。
大
き
な
自

治
体
も
無
料
化
し
て
い
ま

す
。
少
子
化
に
よ
り
、
児

童
・
生
徒
の
数
が
減
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
桜
川
市

で
も
、
全
面
無
償
化
の
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　
学
校
給
食

の
無
償
化
は
、
国

会
で
も
議
論
が
交
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
の
動
向
を

注
視
し
、
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
完
全
無
償
化
を
目

指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

市村　香議員

真
壁
地
区
の
小
中

学
校
が
一
か
所
に

統
合
さ
れ
、
４
月
か
ら
３

校
が
廃
校
と
な
り
、
猿
田

小
学
校
を
含
め
た
４
校
の

跡
地
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
跡
地
利
用
を

進
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
各
学
校
と
も
建
設
し

た
時
期
な
ど
立
地
条
件
が

違
う
と
思
う
の
で
、
各
学

校
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長　
課
題

と
し
て
は
、
行
政

で
利
用
す
る
に
せ
よ
、
民

間
募
集
す
る
に
せ
よ
、
多

く
の
建
物
が
建
築
か
ら
40

年
か
ら
50
年
が
経
過
し
て

い
る
古
い
建
物
で
あ
る
と

い
う
こ
と
と
、
谷
貝
小
学

校
以
外
は
一
部
借
地
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
利
用
形

態
に
よ
っ
て
は
、
多
額
の

財
政
負
担
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
広
く
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
う

こ
と
と
跡
地
利
用
す
る
施

設
等
の
現
状
、行
政
利
用
、

民
間
需
要
を
考
慮
し
な
が

ら
、
具
体
化
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

で
は
と
考
え
、
現
在
の
状

況
を
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
部
長　

水
道
施
設
の
老
朽

化
の
状
況
で
す
が
、
構
造

物
、
設
備
に
つ
い
て
は
約

４
割
が
法
定
耐
用
年
数
の

1.5
倍
を
超
え
る
老
朽
化
資

産
、
約
２
割
が
法
定
耐
用

年
数
の
１
倍
か
ら
1.5
倍
の

範
囲
内
に
あ
る
経
年
化
資

産
、
水
道
管
に
つ
い
て
は

約
１
割
が
法
定
耐
用
年
数

の
１
倍
か
ら
1.5
倍
の
範
囲

内
で
あ
る
経
年
化
管
路
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
安
全
で
安
心
な

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た

め
、
令
和
４
年
度
に
策
定

し
た
桜
川
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
及
び
水
道
事
業
経
営
戦

略
に
基
づ
き
、
水
道
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
、
老

朽
化
施
設
の
更
新
等
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
各
課
に
お
い
て
開
催
す
る

研
修
や
、
講
習
会
の
現
状

に
つ
い
て

学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
全
面

無
償
化
に
つ
い
て

桜
川
市
の
上
下
水

道
に
つ
い
て

桜
川
市
の
上
下
水

道
の
老
朽
化
の
現

状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。
老
朽
化
し
た
上

水
道
の
管
か
ら
漏
水
す
る

水
で
も
長
年
続
け
ば
事
故

に
な
り
か
ね
な
い
。
上
水

道
の
通
水
量
も
70
％
未
満

と
聞
く
と
、
私
は
上
水
道

の
漏
水
が
深
刻
に
な
る
の

庁
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
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市
内
の
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
の

設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
現
在

本
市
の
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
空
調
設
備

を
設
置
し
て
い
る
体
育
館

は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
の
学
校
体
育

館
に
空
調
設
備
を

整
備
す
る
際
の
財
源
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
国
庫

補
助
と
し
て
「
学

校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
」
が
あ
り
、
令
和
７
年

度
ま
で
は
最
大
で
２
分
の

１
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

萩原剛志議員
　

今
年
度
は
新
た
に
「
空

調
設
備
整
備
臨
時
特
例
交

付
金
」（
令
和
15
年
度
ま

で
）
が
創
設
さ
れ
、
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学

校
体
育
館
に
空
調
機
器
を

新
設
す
る
際
、
２
分
の
１

の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
庫
補
助
を

活
用
す
る
に
は
、
断
熱
工

事
を
行
う
こ
と
が
要
件
と

な
り
ま
す
。
補
助
を
受
け

た
残
り
の
部
分
は
交
付
税

措
置
の
あ
る
地
方
債
と
し

て
、
学
校
教
育
施
設
等
整

備
事
業
債
な
ど
を
充
て
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

断
熱
工
事
を
行
わ
な
い

場
合
で
も
、
そ
の
体
育
館

が
指
定
避
難
所
に
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
緊
急
防
災

減
災
事
業
債
が
充
当
で
き

ま
す
。

　

学
校
教
育
課
で
は
本
定

例
会
に
真
壁
学
園
義
務
教

育
学
校
の
前
期
課
程
及
び

中田拓也議員

救
急
車
を
呼
ん
で

も
、
搬
送
先
が
決

ま
っ
て
現
場
を
出
発
す
る

ま
で
に
約
1
時
間
も
か

か
っ
た
事
例
が
あ
る
。
救

急
搬
送
の
際
に
Ｉ
Ｔ
技
術

を
使
っ
て
、
近
隣
の
病
院

へ
当
直
医
の
専
門
や
病
床

の
空
き
状
況
の
確
認
な
ど
、

急
患
の
受
入
が
可
能
か
一

斉
に
照
会
が
で
き
る
し
く

み
が
作
れ
な
い
か
伺
う
。

市
長
公
室
長　
茨

城
県
に
お
い
て
は
、

救
急
隊
と
救
急
医
療
機
関

の
迅
速
な
情
報
共
有
に
つ

な
げ
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
、
免
許
証
や
保

険
証
か
ら
傷
病
者
情
報
を

瞬
時
に
デ
ー
タ
化
、
現
在

の
バ
イ
タ
ル
モ
ニ
タ
ー
の

数
値
や
患
部
写
真
等
と
と

も
に
、
複
数
の
病
院
に
一

斉
照
会
す
る
取
組
を
昨
年

12
月
よ
り
開
始
を
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

口
頭
で
の
伝
達
時
間
を

短
く
し
、
病
院
選
定
に
要

す
る
時
間
を
短
縮
す
る
狙

い
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
救
急
医
療
機
関
に
お
い

て
も
、
滞
在
し
て
い
る
医

師
の
診
療
科
目
情
報
を
救

急
隊
に
共
有
し
、
救
急
搬

送
先
の
選
定
ま
で
の
時
間

短
縮
に
つ
な
げ
る
取
組
も

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
国
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ひ
も

づ
く
医
療
デ
ー
タ
を
救
急

医
療
に
活
用
で
き
る
よ
う

基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
筑
西

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

と
協
力
医
療
機
関
に
お
い

て
も
、
搬
送
先
医
療
機
関

を
選
定
す
る
際
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
実
証
及
び
検
証
を
進
め

て
い
る
状
況
だ
そ
う
で
す
。

　

議
員
ご
指
摘
の
通
り
、

緊
急
搬
送
の
現
場
に
お
い

て
も
Ｄ
Ｘ
が
進
む
こ
と
は

直
接
人
命
に
関
わ
る
問
題

で
す
の
で
、
関
係
者
や
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
連
携
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
窃
盗
被
害
の
増
加
な
ど
治

安
悪
化
に
つ
い
て

・
富
谷
観
音
の
水
道
に
つ
い

て
・
A
B
C 

ク
ッ
キ
ン
グ
の
イ

ベ
ン
ト
運
営
に
つ
い
て

・
市
街
化
調
整
区
域
の
見
直

し
に
つ
い
て

・
水
源
調
査
の
予
算
化
に
つ

い
て

救
急
搬
送
時
病
院
照
会
の 

D
X 
化
に
つ
い
て

後
期
課
程
の
２
つ
の
体
育

館
に
空
調
設
備
を
設
置
す

る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

前
期
体
育
館
は
工
事
費

で
４
，
５
０
０
万
円
を
計

上
し
、
財
源
は
緊
急
防
災

減
災
事
業
債
を
充
当
し

て
お
り
、
後
期
体
育
館
は

断
熱
工
事
を
含
め
、
工
事

費
で
７
千
万
円
を
計
上
し
、

財
源
は
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
及
び
学
校
教
育

施
設
等
整
備
事
業
債
を
充

当
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
学
校
体
育

館
へ
の
空
調
設
備
設
置
に

つ
い
て
は
、
近
隣
市
の
設

置
状
況
や
真
壁
学
園
義
務

教
育
学
校
に
お
け
る
空
調

設
備
設
置
後
に
利
用
者
の

声
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

順
次
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て

・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て

学
校
体
育
館
の

空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て

※
D
X
化
と
は
…
…

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
社
会
・
組
織
を
変
革
し

て
い
く
取
り
組
み
。
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部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
説
明

願
い
ま
す
。

教
育
長　
こ
れ
は

教
育
界
の
大
改
革

で
あ
り
、指
導
者
の
確
保・

保
護
者
負
担
・
地
域
と
の

連
携
な
ど
、
実
現
す
る
上

で
の
課
題
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
進
め
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
部
活
動
の「
地
域
展
開
」

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
背
景
に
は
教
員
の

多
忙
化
や
少
子
化
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和

５
年
に
部
活
動
地
域
展
開

推
進
委
員
会
を
発
足
し
、

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
男
子
バ

部
活
動
の
地
域
移
行

榎戸和也 議員

レ
ー
ボ
ー
ル
の
地
域
ク
ラ

ブ
「
Ｖ
Ｃ
ワ
イ
ズ
」
が
設

立
さ
れ
、
完
全
外
部
移
行

と
な
り
ま
し
た
。
ワ
イ
ズ

は
中
学
校
体
育
連
盟
の
大

会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
軟
式
野
球
で
は

野
球
塾
が
、
サ
ッ
カ
ー
で

は
岩
瀬
地
区
で
「
Ｅ
ａ
ｓ

ｔ
＆
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ　

Ｆ
Ｃ
」

が
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
岩
瀬
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」

が
中
学
生
と
と
も
に
練
習

を
す
る
な
ど
の
動
き
も
出

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
既
存
の
部
活

動
の
種
目
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
空
手
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
等
の
動
き
が
出
て
お
り
、

市
と
し
て
は
こ
れ
も
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
の
部
活
動
に
つ

い
て
は
、令
和
６
年
度
は
、

平
日
は
３
日
、
休
日
は
１

潮田新正 議員

地
域
計
画
の
策
定

状
況
に
つ
い
て
。

経
済
部
長　
現
在
、

関
係
機
関
の
意
見

聴
取
を
行
い
、
３
月
中
の

計
画
策
定
に
向
け
て
法
手

続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

地
域
計
画
は
今
後
も
継
続

的
に
見
直
し
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

見
直
し
方
法
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
よ
り
方
法

が
示
さ
れ
た
際
に
は
皆
様

に
周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

担
い
手
の
現
状
と

今
後
の
支
援
策
に

つ
い
て
。経

済
部
長　
認
定

農
業
者
の
数
は
２

３
９
名
で
、
う
ち
60
歳
以

上
が
１
８
３
名
と
な
り
、

構
成
比
率
は
76
・
6
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
及
び
県
の
補
助
事
業

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
既

存
の
担
い
手
に
は
ス
マ
ー

ト
農
業
等
を
取
り
入
れ
た

営
農
規
模
拡
大
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

安
定
し
た
農
業
経

営
の
維
持
を
図
る

対
策
に
つ
い
て
。

経
済
部
長　
市
内

の
ほ
場
は
多
く
が

10
ア
ー
ル
か
ら
30
ア
ー
ル

の
区
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
耕
作
機
械
の
大
型
化

に
伴
い
効
率
性
が
低
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

く
、
畦
畔
除
去
等
を
行
い

ほ
場
を
拡
大
し
た
い
と
の

要
望
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

採
択
用
件
等
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
国
及
び
県
補
助

金
を
活
用
し
た
事
業
で
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
と
調
整
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
揚
水
機
場
等

の
農
業
生
産
基
盤
施
設
の

大
半
は
耐
用
年
数
を
超
え

て
お
り
、
安
定
し
た
農
業

経
営
を
継
続
す
る
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

桜
川
市
土
地
改
良
区
等
の

整
備
改
修
に
取
り
組
ん
で

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
に

つ
い
て
。

経
済
部
長　
令
和

２
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は
今

年
度
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

併
せ
て
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
中
型
獣

の
捕
獲
頭
数
も
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
だ

ま
西
瓜
等
の
施
設
栽
培
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
中
型

獣
も
防
護
柵
設
置
補
助
金

の
対
象
鳥
獣
に
追
加
す
る

と
と
も
に
、
補
助
額
の
見

直
し
も
行
い
ま
し
た
。

市
内
農
業
の
現
状
及
び

取
組
に
つ
い
て

日
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
地
域
ク
ラ
ブ
が

で
き
た
種
目
か
ら
、
休
日

の
学
校
部
活
動
を
月
２
回

程
度
か
ら
段
階
的
に
地
域

に
展
開
し
、
令
和
８
年
度

ま
で
に
学
校
で
の
休
日
部

活
動
は
行
わ
な
い
こ
と
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

に
親
し
む
機
会
を
今
後
子

供
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
提

供
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

は
、
部
活
動
に
求
め
る
生

徒
の
目
的
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
他
市
の

動
向
を
踏
ま
え
、
当
市
に

合
っ
た
取
組
を
具
体
化
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

佐
藤
総
合
計
画
に

つ
い
て市

長
は
、
図
書
館

と
新
庁
舎
の
当
初

設
計
業
者
が
佐
藤
総
合
計

画
に
決
ま
る
前
に
、
同
社

と
東
京
で
会
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
な
い
か
。

市
長　
会
って
い
ま

せ
ん
。
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林　悦子 議員

学
校
か
ら
部
活
動

が
徐
々
に
無
く
な

り
、
地
域
移
行
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
課
題
と
展

望
を
伺
う
。

教
育
長　
部
活
動

は
今
日
ま
で
学
校

教
育
の
一
環
と
し
て
、
生

徒
の
体
力
向
上
、
技
能
習

得
な
ど
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
個
性

や
才
能
を
伸
ば
し
、
協
調

性
、
責
任
感
、
礼
儀
作
法

な
ど
を
身
に
つ
け
、
目
標

達
成
に
向
け
た
努
力
や
仲

間
と
の
絆
を
通
し
て
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
教
育

活
動
と
さ
れ
て
き
た
部
活

動
が
、
今
大
き
く
変
革
の

時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

心
配
さ
れ
る
こ
と
と
し

て
、
部
活
動
が
無
く
な
っ

た
時
の
時
間
の
過
ご
し
方

で
す
。
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ

ば
か
り
に
な
る
の
で
は
な

い
か
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小

学
４
年
生
か
ら
6
年
生
の

児
童
の
73
％
が
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
習
い
事
を
し

て
い
る
実
態
が
あ
り
、
そ

の
延
長
と
し
て
地
域
が
受

け
皿
に
な
れ
ば
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
に
は
、

土
日
の
部
活
が
無

く
な
る
。
完
全
移
行
の
期

限
は
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
令
和
11

年
度
か
ら
13
年
度

の
間
に
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
進
め
て
い
く
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
完
全
移

行
の
期
限
は
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
後
、
生
徒

加
波
山
市
場
は
実

証
実
験
中
で
あ
り
、

「
公
の
施
設
」
に
は
で
き

な
い
と
市
は
言
っ
て
き
た

が
、
今
回
、
延
長
し
て
運

営
す
る
に
あ
た
り
、何
故
、

公
の
施
設
の
設
置
条
例
を

出
さ
な
い
の
か
。

総
合
戦
略
部
長　

現
在
の
仮
店
舗
で

の
運
営
は
、
引
き
続
き
実

証
実
験
中
と
位
置
づ
け
、

今
後
、
拠
点
施
設
を
整
備

し
、
本
格
運
営
の
段
階
で

条
例
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設

の
市
民
の
不
安
に

つ
い
て

川股　隆 議員

市
内
に
９
６
０
か

所
、
税
収
も
3
億

円
近
い
が
、
20
年
の
事
業

期
間
終
了
後
、
完
全
に
撤

去
さ
れ
る
か
な
ど
、
不
安

が
多
い
。
市
は
撤
去
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
ど
の
よ
う

な
手
立
て
を
取
っ
て
い
る

の
か
。

市
民
生
活
部
長　

廃
止
に
係
る
工
程

表
や
施
設
廃
止
届
出
を
出

す
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
条
例
等
に
基
づ
き
適

正
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

介
護
福
祉
施
設
に

つ
い
て介

護
老
人
福
祉
施

設
に
は
、
満
床
に

近
い
施
設
も
あ
れ
ば
、
空

き
が
3
割
の
施
設
も
あ
る
。

こ
れ
は
高
齢
者
を
抱
え
る

家
族
の
苦
労
を
考
え
る
と

望
ま
し
く
な
い
。
利
用
率

を
上
げ
る
努
力
が
必
要
で

は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

入
居
率
に
差
が
あ

る
の
は
、
施
設
の
老
朽
化

に
つ
い
て
の
考
慮
な
ど
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
、

入
所
定
員
に
対
す
る
需
要

と
供
給
の
均
衡
は
概
ね
取

れ
て
い
ま
す
。

真
壁
の
伝
建
地
区

の
空
き
家
対
策
に

つ
い
て伝

建
地
区
の
空
き

家
が
多
い
の
で
、

国
の
補
助
金
を
入
れ
、
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
移
住
者
に

安
く
貸
し
出
す
な
ど
の
対

策
を
取
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

建
設
部
長　
来
年

度
か
ら
、
国
補
助

金
を
活
用
し
た
空
き
家
の

改
修
費
補
助
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

市
長　
早
急
に
事
業
を
進

め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
水
道
統
合
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
の
入
札
に
つ
い
て

部
活
動

　
　
地
域
展
開
に
つ
い
て

の
放
課
後
の
過
ご
し
方
は

多
様
化
す
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
家
庭
環
境
も
異
な

り
、
生
徒
の
主
体
性
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
地
域
の

受
け
皿
や
環
境
整
備
に
努

め
る
と
共
に
、
で
き
る
限

り
ゆ
る
や
か
な
移
行
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

部
活
外
で
も
練
習

を
す
る
生
徒
達
の

体
育
館
使
用
申
請
手
続
き

な
ど
を
簡
素
化
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
留
意
す
る
こ

と
は
あ
る
か
。

教
育
長　
利
用
申

請
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル

を
整
え
て
進
め
る
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
市

内
小
・
中
学
校
体
育
館
の

リ
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
化
は
す

で
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

部
活
外
活
動
と
し
て
責
任

分
担
も
生
じ
る
た
め
、
団

体
登
録
や
保
険
加
入
な
ど

勧
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果
に
つ
い
て

加
波
山
市
場
に
つ
い
て
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文 教厚生
常任委員会

◎市村　香 ○中田拓也 風野和視 菊池伸浩 川股　隆

委員会報告
桜川市議会議員は、全議員がいずれかの常任委員会に所属し、それぞれ所管の事案について審議していま
す。このページでは、その審議内容や各委員会の活動状況を報告します。

今号は文教厚生
常任委員会に注目

地域福祉計画及び
障害者計画策定について

　計画の策定にあたっては、地域市民の多様な
ニーズの調査を実施し、的確な結果の把握に努
め、市民の意見を反映することにより、子ども
から高齢者まで安心して生活できるまちを目指
すための、より良い計画の策定を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

児童福祉に関する事業
　子どものための教育・保育給付事業及び児童
手当に関する費用の内容、学童クラブ支援員等
の人員確保について質疑を行いました。
　学童クラブ支援員等については、運営の安定
を図るため、今後も人材確保に向けた取り組み
を検討するよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

産婦人科・小児科オンライン
相談
　産婦人科・小児科オンライン相談について、
登録者及び利用率増加のため、母子健診や桜川
市公式LINEなどを利用して広く周知するよう要
望しました。

GIGAスクール構想整備事業
　小・中・義務教育学校の児童・生徒が使用す
るタブレット端末について、2,605台の更新を
行うという説明を受けました。タブレット端末
は、現代の学校教育に必須なものですから、今
後は安定した予算確保の面からも更新年次を分
割するなど計画的な運用を行うよう要望しまし
た。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

部活動の地域展開について
　今後、部活動の地域展開・外部委託が進んで
いくことになりますが、その過程で地域格差や
過度な費用負担などが生じないよう、行政によ
る十分なサポートを行うよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学校給食センター事業
　学校給食は食育の大きな柱の一つであり、学
校生活を支える大切なものです。近年の材料費
や光熱費の急激な高騰を鑑み、経済環境の変化
に十分留意しつつ、安定した学校給食事業が行
えるよう要望しました。

◎委員長　○副委員長
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委員長 軽部　徹　副委員長 武井久司
委　員 潮田新正・小高友徳・鈴木裕一

農業従事者への支援
　農業従事者の高齢化や後継者不足といった喫緊
の課題に対し、関連機関と連携を図り、就農相談や
技術指導などを積極的に実施し、新規就農者・既存
の担い手への支援をより一層進めるよう要望しまし
た。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新規需要米推進事業補助金
　コメの需要供給バランスをうまくコントロールし、
生産者及び消費者に負担がかからないよう、市単
独補助である新規需要米推進事業補助金を活用して
いくことを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

賑わい創業支援事業補助金
　今後は要件の緩和を行うなど、さらに人口減少対
策が推進されるよう要望しました。

設経済
常任委員会

道路維持費　
　道路の補修について各地区より多くの要望があり
ます。経年劣化が進む道路インフラの整備で、橋梁
やトンネルに関しては 5 年に 1 回の定期点検が義
務付けられていますが、道路本体の長寿命化に向け
てより一層の対策が必要と考えます。維持工事に関
する当初予算の増額を検討し、市民が安心して利用
できる安全な道路環境の確保を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

下水道事業運営について
　今後の老朽化に伴う更新需要の増大など、経営
環境が厳しさを増す中で、将来の施設管理の最適化
を図るよう「下水道ストックマネジメント計画」や

「農業集落排水処理施設の最適整備構想」などに基
づいた、中長期的な経済的かつ効率的な事業運営に
取り組むよう要望しました。

総 務
常任委員会

委員長 飯島洋省　副委員長 榎戸和也
委　員 林悦子・小林正紀・仁平　実・萩原剛志

上曽トンネル地域活性化委員会
　上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員会の委員
選出については、若年層の意見も取り入れられる体
制の強化を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

遊湯館費
　桜川市民の利用状況を確認し、利用率に応じた負
担の軽減を図るよう、引き続き筑西広域市町村圏事
務組合に働きかけることを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

桜川筑西 IC 周辺地区
開発整備事業

　大和駅北公園は、現時点で計画されている整備は
完了することを確認しました。人口減少対策として、
子育て環境の充実を図り、多くの市民にご利用いた
だくためにも、適切な管理を継続するとともに、新
たな公園区域については実益性をもって効率よく整
備を進めるよう要望しました。

地域商社支援事業
　株式会社クラセル桜川への支援の在り方につい
て再考し、同社が健全な経営のもと、事業主体とし
て自立して運営ができる体制の早期の構築を要望し
ました。
　また、市の地場産業、地域産品について、ヤマザ
クラはもとより、真壁石のヘリテージストーン認定
など、市内の魅力的な地域資源を見出し、地域ブラ
ンドの向上につなげるよう要望しました。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

真壁学園通学路の防犯
　市民生活部からは、真壁学園通学路を重点に防
犯灯や防犯カメラ付き防犯灯が整備されるとの説明
を受けました。設置するにあたっては、警察と協議
し、より効果が得られる場所を選定して設置するこ
とを要望しました。

建
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２月
	 4 日	 筑西広域市町村圏事務組合
	 	 議会定例会
	 10 日	 筑北環境衛生組合議会定例会
	 18 日	 予算内示会
	 21 日	 総務常任委員会
	 26 日	 文教厚生常任委員会・建設経済

常任委員会
	 27 日	 議会運営委員会・議会全員協議会

３月
 4 ～ 17日　令和７年第 1回定例会
	 10 日	 総務常任委員会・文教厚生常任委員会
	 12 日	 文教厚生常任委員会
	 	 建設経済常任委員会

４月
	 11 日	 �議会運営委員会・議会全員協議会・

議会広報特別委員会

　4月に入っても肌寒い雨の日
が多かったからか、小中学校の
入学式まで桜が散らず満開でし
た。まるで子どもたちを桜の花
が祝ってくれているようでした。
　さて、この2月に「生涯学習
センターさくらす」が開館し、
試験日前には沢山の生徒達が集
い勉強しておりました。週末は
多くの文化活動が催されていま
す。皆様に、より多くの図書に
触れていただく機会が増えるよ

う願っております。
　そして、3月定例会では令和7
年度の予算が審議され可決承認
されました。桜川市が誕生して
はや20年目。多くのイベントが
開催され、新庁舎が着工し、上
曽トンネルが開通する予定です。
　今後も少子高齢化や人口減少
という難題と向き合い、より効
果の高い政策を実施できるよう
慎重に議論や提案を行って参り
ます。� 中田　拓也

稲川　頼子さん
桜川市西飯岡
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